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シ ャ ル ロ ッ テ ・フ オ ン ・シ ュ タ イ ンの

悲 劇 『デ ィ ー ド』 試 論

星 野 純 子

シャルロ ッテ ・フ ォン ・シュ タイ ン(CharlottevonStein1742-1827)が 『デ ィー ド』 とい う

悲劇 を書 いた こ とは よ く知 られ ていたが、部分的 に引用 され る ことはあ って も、テキス トその

ものが手 に入 りに くい とい うこともあ り、作 品全体 と して論 じられるこ とはほ とんどなかった。

登場人物 のひ と り、詩 人オー ゴ ンが ゲーテ をモ デル と してい たので、 もっぱ らオー ゴンの登場

す る場面 だけ を取 り上 げて、ゲ ーテ との関係 で引用 され、論 じられたのであ る。 そ こで は彼女

の辛辣 な筆致 は、恋人の裏切 りに対する報復 と復讐 を示す ものと して非難…されるこ とが多か った。

しか し、 フェミニズム文学研究の成果 として、1998年 に 『ドイッ初期女性文学』 シ リーズに、

ズザ ンネ ・コー ドの編纂 によってシ ャル ロッテの戯 曲集 も収 め られ1)、 作 品へ のアプ ローチ も

容易 にな り、 この悲劇 は個 人的報復 以上 の問題 を取 り扱 っていて、様 々な視 点か ら読 む こ とが

で きる複合 的な作 品で ある ことが明 らかに されつつ ある。 ワイマ ール宮廷 の人物模様 を描 い た

劇であ り、 シ ャル ロ ッテ 自身の個人 的心情 の ドラマ化 で もあ り、 フラ ンス革命 の勃発 とい う時

代 の一大 トピックを背景 に神 話 を書 き直 した とい う面 もあ り、何 よ りもジ ェンダー理念 を問題

に して、女性 の政治次元へ の参入 を とりあげた作 品なのである。2)

(1)

シャル ロ ッテ ・フォ ン ・シュ タイ ンその 人について は伝記 もた くさんあ り、多 くの研究論 文

や辞典 などに も取 り上 げ られ ている し、 どの ドイ ツ文学史 で もか な りのペ ー ジ数が さか れるの

が普通 であ る。彼女 は大詩人 ゲーテの恋人 として、疾風 怒涛 の青 年詩人 の心 に沈静 を与 えた女

性 として、彼 につ いて述べ る際に触 れないわけ にはいか ない存在 なので ある。

だが この ような、 「恋 人」、 「詩 人の文学 的霊感 をか きたてた ミュー ズの女神」 、 「彼 を成

熟へ と教 え導 く女性」 、 「永遠 なる女性」 とい うシャル ロ ッテの イメー ジは、ほ とん どがゲー

テが彼女 に宛 て た手紙 や、 『トルク ワー ト ・タ ッソ』、 「タウ リスの イフ ィゲーニエ』 とい っ

たゲー テの戯 曲な ど、詩人 自身のテキス トをもとに組 み立て られてい る。

とい うの も当時の シャル ロッテ自身が 、二人の関係 の実態 を伝 えてい るテキス トは残 されてい

ないか らであ る。

シャルロ ッテがゲ ーテに宛て た手紙 は、二人の 関係 が決裂 した後 に、彼女が取 り戻 して焼 き

捨 てた こ とにな って いる。 もっ ともこれ には確 実 な証拠 は ない らし く、 ゲーテが資料 や手紙 を

自分 の都合 の よい ように編 纂す るの で有名 なこ と、妹 の手紙 を焼却 した り母 の手 紙 を選別 した

とい う事実や 、 コロナ ・シュ レーターの 自伝 と手紙 の行 方不明 に もどうや らゲーテが関 わって
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いる ら しい ことな どか ら、ゲーテが本 当 にシャルロ ッテ に返却 したが ど うかについ ては疑問 の

声 もあがってい る。3)

この頃の シ ャル ロ ッテが ゲーテ に宛 てた手紙 で残 ってい るの は次 の一 通 だけで、戯 曲 『兄妹 』

(1776年)の 中に、ゲーテは彼女 の手紙 をその まま引用 したの だ と言 われてい る。

この世が またたの し くなって きま した。す っか り捨 てて しまた この世 が、あ なたのおか

げで、 また たの し くな って きま した。私 は心 の とがめ を覚 え ます。 あなた を も自分 をも

苦 しめ るこ とにな りそ うな気がす るのです。半年前 には、 いつ死 んで もいい と思 ってい

たの に、い まはい のちが惜 しい のです。4)

ところが この手紙 も近年 の研 究で は、慎重 な判 断が必 要だ とい われる ようになって きている。

ゲー テ全集 ミュンヘ ン版 の編者 は、 シャル ロッテが その ような発言 を した こ とは考 え られる と

して も、 コミュニ ケーシ ョン状 況 につ いて冷静 に考 えねばな らず、女友 達の親密 な発言 を舞 台

の上 で、 また二人 の特別 な関係 を知 っている宮 廷人 に対 してその まま公 にす る ことは考 え られ

ない ので はないか、 と解 説 してい る。5>ま た、 ドイッ古典叢 書の編者 も、引用 され た手紙が シ

ャル ロ ッテの手紙 その もの とす る解釈 は、裏 づ け もで きない し、 あ りそ うに もない と して、 こ

の文の感傷主義的 な調子 はむ しろヴェルターのロ ッテを連想 させ る と述べ てい る。6)

いず れ にせ よ、 ゲーテのテ クス トを もとに して シャル ロッテ像 を作 りあ げるほか ない伝記作

者 たちは、すべ てを もっぱ らゲー テの立場 に立 って見 ている こ とにな る。 だか ら、ゲ ーテが イ

タ リアに旅 立 って以 降、彼 との友好 的な関係 を断 ち、帰 国後 の彼 に対 して冷淡 な態度 を取 り続

けたシ ャル ロ ッテについて は、彼女が ゲーテの人 間的成長 を理解 しようとせず に、 ク リスチア

ー ネにた しなみ もな く嫉 妬 と憎悪 を示 した とか、 ゲーテ には節度 を教 えなが らみずか らは節度

を守 るこ とが 出来 なかったのだ と非難す る ことになる。

だが 、ゲーテの イタ リア旅行(1786-1778年)前 後 に限 って も、 この頃は シャルロ ッテに と

って身内の不幸が重 な り、ひ とかたな らぬ苦 労の連続 した時期 だ った。彼女 は1787年 には息子

のエ ル ンス トを長 い苦 しい病気 の後 に失 い、1788年 か らは夫の ヨシアスが痛風 を患 い、彼 の ヒ

ポコ ンデ リーに悩 まされ なが ら、忍耐 強い看 病生活 を余儀 な くされ てい る。彼 が1793年 に亡 く

なる まで は、親 しい友人 シャルロ ッテ ・シラーを訪 ねてす ぐ近 くの イェーナ まで 出か ける こと

す らままな らぬ状 態 にあ った。 コー ドが解説 している ように 「この ような状 況の もとでは彼 女

はゲー テの旅行 の報告 に共感 的な耳 を貸す ことが で きなか ったの も十分 理解で きる」7)の で は

ないだろ うか。

ゲーテ と知 り合 った1775年 秋 にはシャル ロ ッテ ・フ ォン ・シュ タイ ンはすで に33歳 で、 ワイ

マール宮廷 の公妃 に仕 える女官 としての キ ャリアは17年 を越 え、6歳 年長 の宮廷 の主馬頭 ヨシ

ァス ・フ ォン ・シュ タイン との11年 間の結婚生 活で、7度 の出産 を経 験 してい た。 その うち娘

4人 はすべ て早世 し、エル ンス ト、 カー ル、 ブリ ッツ とい う三人の息子 をもつ母親 だ った。 あ

ま り理解 あ る夫 とはい えない ヨシ アス との結婚 生活や度重 なる妊娠 と子供 の死 とい う苦 しい体

験 は彼 女の人生観 をペ シ ミステ ィックな もの に してい ただろ うが、後 の彼 女の言動 か らは、そ
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れ に打 ち勝 つ強い 自我 と能力 を備 えていた こ ともうかが われる。彼 女 は宮廷 文化 に活発 に関 わ

って いた し、時 にはアマチ ュア芝居 の俳 優 にな り、 アンナ ・アマー リアの刊行 す る 『テ ィー フ

ル ト新聞』(TiefarterJournal)の 協 力者で もあ った。

ワイマール宮廷 に到着 したゲ ーテか ら熱烈 な崇 拝 と愛情 を捧 げ られ た彼女 は、 それに応 え、

また彼 か ら文学 、芸術、 自然科学研 究 など知的な面 で大 きな刺激 を受 ける。 ところが1786年 秋、

ゲ ーテは彼 女 に知 らせ る ことな く、突然 イ タリア に旅 立 って しまう。 これ以 降、二人 の親密 な

関係 は断 たれ、1788年6月 に彼が帰 国後 も修復 されなか った。細 々 と続いて いた文通 も1789年

6月 の手紙 を最後 として、10年 ほ どは途絶 えるこ とになる。

彼女 は1793年 夫の死後、種 々の面 で活発 な活動 を始 める。創作 活動 を行い、絵 を描 いた り、

宮廷 の社交 生活 に参加 し、哲学 、 自然 科学 の読書 にふ けった。病気 に悩 まされ、老年 に近 づ く

につ れ、 目や耳が弱 くな り活動 を妨 げ られたが、1813年 ワイマ ールが フラ ンス軍 に占領 された

ときに も、気強 くそれ に耐 え、 フラ ンス兵の世話 を して逃亡 を助 けた りした。1827年 に84歳 で

亡 くなった。

こ う して シャルロ ッテの人生 を概観 して みる と、彼 女 の人生 がただ ひ と りゲーテ だけ を軸 に

して まわ っていた と見 る ことはで きないだろ う。 関係 の破綻後 も、彼女 は決 して彼への う らみ、

つ らみの念 を抱 えて悶々 と人生 を送 ったわけで はなか った。

彼女 の書 き物 として は、 い くつ かの詩 と翻訳 、5編 の戯 曲(タ イ トル も不 明の喜劇1編 を加

える と6編)が あるが、生前 に公刊 され た ものはその うちの1編 また は2編 だけであ る。 ドラ

マ 『二 人のエ ミー リエ』(DiezweiEmilien)は ある英語 の小説 の翻案 として、 シラーの援 助で

1803年 に匿名 で公刊 され た。 もう一編1809年 に公刊 された喜劇 『DieProbe』 は作者 としてシ ャ

ルロ ッテの名 をあ げてい るカタログもあ るが、Carlま たはKarlvonSteinと してい る もの もあ り、

現物 は失 われ たので、 これが本 当に シャル ロ ッテの手 になる ものか どうか は永 遠の なぞになっ

て しまった とい うこ とである。8)

生前 には発表 され る ことはなか った彼女 の ドラマの うち、寸劇 『リー ノ』(R'ηo執 筆1776年)

と悲劇 「デ ィー ド』(Dido)の 二編 はゲ ーテがモ デル とな った人物 が登場 してい たため に、 ゲー

テ書簡集の付録 として公刊 された(1848-51年)。 『デ ィー ド』 はその後 も二 回新 しい版 がでて

い る。 『デ ィー ド』 の写本 は二種類 、 シュ タイ ン家の コ ッホベ ル クに残 されてい た写本 とシラ

ー家 に伝 わ る写本が あったが、後者 は シラーの末娘 エ ミー リエ(EmilievonGleichen=RuBwu】m)

が受 け継 ぎ、後 にゲ ーテ協 会 に寄贈 された(フ ラ ンクフル ト写本)。 これ を もとにゲ ーテ学者 デ

ュンツァー(HDUntzer)が 、部分的 に コッホベル ク写本 で補 って出版 し(1867年)、 さらにエ ミ

ーリエの孫 ア レクサ ンダー(AlexandervonGleichen・RuB㎜)が1920年 に版 を改めて出版 した。9)

この ほ か に も シ ャル ロ ッテ は 『新 しい 自 由の シス テ ム また は愛 に対 す る謀 反 』(Die

VerschwδrunggegendieLiebe1798)と い う喜劇 も書い ていて、1867年 に公刊 、1948年 にも新 た

な版がでている。 これ は結婚 をテーマ と してシャルロッテの喜劇 に対する才能を示す作品である。

先述 の ようにゲ ーテ宛 の シャルロ ッテの手紙 は残 って いないので、寸劇 『リーノ』 は ワイマ

ール到着直 後の詩人 の印象 を、悲劇 『デ ィー ド』 の登場 人物 オー ゴンは、関係 決裂後 のゲーテ

観 をシャル ロ ッテの側 か ら伝 える もの と して、ゲーテ研 究で利用 されて きたのである。
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『リーノ』 はほんの四ペー ジほ どの寸劇 で あるが、若 き天才 、 『ヴェル ター』 の詩 人 ゲーテ

が宮廷 に到着 して、貴婦 人た ちのあいだ に与 えた印象 を主題 に した もの であ る。 アーデ ルハ イ

デ(ア ンナ ・アマー リア)、 トゥスネルデ(ゲ ッヒバゥゼ ン嬢)、 クニグン ト(ヴ ェルター夫人)、

ゲル トルーデ(シ ャル ロッテ)と い う四人の貴婦人 たち と リーノ(ゲ ーテ)と の宮廷舞 踏会で

の会話 のや りと りを通 して、 だれか れか まわず女性 たち に言い寄 るゲー テ と、 ヴェル ター とゲ

ーテ を同一視 して興味津 々で彼 を迎 え
、彼 の気 を引 こうとは りあ う女性 たち との姿 を、 シャル

ロッテ は軽 い タ ッチ で描 いてみせ る。 ゲル トルー デ(シ ャル ロ ッテ)は 、ゲ ーテの女性 に対 す

るコケ テ ィッシュで無作法 な態度 に よい印象 は もっていないが、 「こう して彼 は 自分 を制御 で

きないでいるのです よ。/可 哀想 なひ と、気 の毒 に思 います わ」10)と、い くらか同情 をも示 し、

宮廷 の女性 た ちが男 の甘 い ことば にす ぐだ まされ て しま うの をち ょっ と冷やや か に、 しか し自

分 は少 し身を引いて客観 的に観察 してい る。 シ ャル ロ ッテは この寸劇 を1776年6月23日 にゲー

テ に送 った。 翌 日、彼 は礼状 に、 「私 はさん ざん に酷評 されてい るのですが、本 当はそ うじゃ

ない こ とを喜 んでい ます。」 と書 き、 この作 品 をユ ーモ ア ととった らしい。 シャル ロッテの筆

致 には戯画 的な調 子や誇張 はある ものの、冷静 な観 察眼が感 じられ、 ゲーテの ワイマール到着

直後 の宮廷 の雰囲気 を的確 に伝 えるスケ ッチ になってい る。

(2)

『デ ィー ド』 は5幕 の悲劇 であ る11)。 まず内容 を説明 してお こう。

主 な登 場人物 は主 人公 としてカル タゴの女王 デ ィー ド、彼 女 に忠誠 を尽 くす女 友達エ リッサ、

顧 問官二人、三人 の学者た ち(哲 学 者 ドー ドゥス 、詩 人 オーゴ ン、歴 史家 ア ラー トゥス)、 神

官 アル ビチ ェ リオ、隣国 アフ リカ(ガ エ トゥー リア)の 王ヤ ルベス とそ の将軍 、森の 隠者 な ど

で ある。 ここでモデル と目される人物 との照合関係 を挙 げてお くと、デ ィー ドとエ リッサは作

者 自身 と公 妃 ルイーゼ、ヤルベ スはカール ・アウグス ト、将軍 は彼 の教 育係 ゲル ッ=シ ュ リッ

ッ伯爵 、詩人 オーゴ ンはゲ ーテ、哲学者 ドー ドゥスは クネーベ ル、歴 史家 アラー トゥスはベ ル

トゥーフ、神官 アル ビチェ リオはヘ ルダーである とされている。

デ ィー ドは夫 のアチェルバス を、 その富 に目をつ けた、彼 女 の弟 、王 ピグマ リオ ンに よって

殺 され、 自分の身 も危 険 にさ らされたため、故郷、 フェニキ アのテユ ロス を捨 てて、 こ こカル

タゴに逃れ て きている。

第一幕

カル タゴの国 は栄 え、彼女 は民衆 に も慕 われて いる。 商業 も繁盛 し、テ ユロスか ら受 け継 い

だ学問や芸術 もこの地 に根 づ き、何 不足 ない彼 女で あるが、夫 を失 った こ とに よる喪失感 を克

服 で きないでい る。

そ こヘ ガエ トゥー リアの王 ヤルベスの求 めで送 られ ていた6人 の使者 が帰 国 し、その うち3人

の学 者 たちが デ ィー ドと会見 す る。王 は女王 との結婚 を望 み、 も し彼女 が拒 め ば カル タゴに攻

め込 むだろ うと脅 してい るのであ る。

ヤルベス と将軍 が ガエ トゥー リアの兵士 に変 装 してカル タゴの城 にや って くる。彼 らは神 官
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アル ビチ ェ リオを買収 して、 この求婚 は神の意志 であ り、 もし拒 め ば、神 々の怒 りが カル タゴ

にふ りかか るだろう とい う、偽 りの託 宣 をさせ ようと計 画 してい る。

第二幕

亡 き夫へ の誠実 を まも り再婚 の意志 の ない女王 は、一緒 にテユ ロスか ら逃 げて きた もう一人

の弟 に王位 を移譲 して、 自分 はエ リッサ と ともに世 を捨 てる決心 を固め 、神官 アル ビチ ェリオ

に同意 を求め る。

ところが、神 々の託宣 をき くため に神 殿で犠牲 の火 をた くアル ビチ ェ リオの 目の前 で、突 然

祭壇が崩 れ、火が消 えて しま う。何 か恐 ろ しい ことが起 こる ことの予兆 と悟 った彼 は、王 国 に

没落 が迫 ってい るのか、それ とも女 王の身 に不幸 がお きるのか と不 安 に襲 われ る。そ こヘ ヤル

ベスたちが現 れるので、アル ビチ ェリオはあわてて祭壇 を隠 させ る。

第三幕

三人の学者 はヤ ルベス と手 を組 み、女王 に結婚 を承 諾 させ るため に、エ リッサ を味方 につけ

ようとす るが成功 しない。

一 方、ヤルベ ス と三人の学者 たちの策謀 を知 った アル ビチェ リオ は、彼 らが民衆 をあお りた

ててい る こ と、 また アフ リカの軍が 近づ いて いる ことを女 王 に知 らせ 、彼 女 にひ と りで城 を

ぬ けさせ る。 女王 は間道 を抜 け、待 たせ て あった酪駝 に乗 り、森 に住 む隠者 の許 へ と急 ぎ逃

れる。

第四幕

女 王 に会 った隠者 は王国 の滅亡 を予言 し、 まさにこの 日、デ ィー ドに見守 られ なが ら、命 を

終える。

カル タゴで は、ヤルベス たちに扇動 され て民衆 の暴 動が起 こってい た。女王 の退位 を民衆 に

告げたアル ビチェ リオやエ リッサ、顧 問官た ちはヤルベス に拘束 される。

隠者の静か な死 に心 を大 き く揺 さぶ られ た女王 もやが てカル タゴの騒乱 の様子 を知 り、友 人

たちを救 うために市へ戻 る こととなる。

第五幕

女 王の居 場所 をどう して も明かそ う としないアル ビチ ェ リオは遂 にヤルベスか ら死刑 の宣告

をうける。

カル タゴの民衆 や兵士 たちは女 王の求婚受諾 を要求 して騒 ぎ、 アラー トゥス も一緒 にな って

民衆 を煽 り立 ててい るところへ 、女王が帰 って くる。皆 は彼女 がヤ ルベ スの求婚 を受 け入れ る

ために戻 った のだ と信 じる。神殿 に入 った女王 は アル ビチ ェリオ たちが救 われ たこ とに対 す る

感謝 の犠牲 を ささげるため に火 をた く準備 をす るように と命 じる。

女王 はヤルベス に手 を差 し出 して、民衆 の怒 りをなだめさせ た後、王が誤 まった忠告 者 を選 ん

だこ とを告発 して、三人の学者 に国外 への退去 を命ず る。

そ して犠 牲 の雄牛 を引い て来 させ たデ ィー ドは、夫 アチ ェルバ スの名 を呼び なが ら、犠牲の

火 に身を投 げかけ、祭 刀で 自分の胸 を刺 したの だった。
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(3)

カル タゴの女王デ ィー ドの伝 説は、 よ く知 られ たもの として は、ウェルギ リウス(前70-19年)

の 「アエ ネー アス』(前30-19年)中 の第 四歌で歌 われた もの と、ユス チヌス の叙述 とがあ る。

ウェル ギ リウス は トロイアの敗 将 アエ ネーアスが祖 国滅亡 の後、運命 の導 くままにさす らい

を重 ね、苦難 の限 りを味 わい、遂 に目的地 イ タリアに着 いて ローマ帝 国建 設 の基 をさだめる経

緯 を叙 事詩 『アエ ネーアス』 で歌 い上 げた。 その苦 難 の旅 の途 上で の一挿 話 として女王 デ ィー

ドとの出会い も語 られ る。12)

美 しい デ ィー ドはアフ リカ王 イアルバス の求婚 な どには目 も くれ なかったが、 トロイアを落

ち延 びて カル タゴに到着 した、勇士 アエ ネーアス に激 しい愛 の炎 を もやす 。やが てふた りは結

ばれ、 しば ら くは楽 しい歳月 をす ごすが、ゼ ウス神 はヘル メス を使 者 につ かわ して、 アエ ネー

アス に航海 を続 け ることを命ず る。デ ィー ドは全力 をつ くして引 き止 めるがか なわず 、 はげ し

い呪いの言葉 を去 り行 くアエ ネーアス に投 げつ ける。愛情 と誇 りを傷つ け られた彼女 はつい に

運命 を逃れ得ぬ と悟 ると、火 と祭壇 を用 意 させ、 そ こで 自 ら剣 の上 に倒れ伏 して、焼 き尽 くさ

れた とい う。 ウ ェルギ リウス は女 の激 しい恋慕 の情念 とす さま じい までの恨 みの思 い を、デ ィ

ー ドの口か ら酒酒 と語 らせ ている
。

ユ ニ アヌス ・ユ スチヌス は3世 紀 頃の ローマ の歴 史家で ある。 ア ウグス トゥス時代 の歴 史家

ポ ンペ イウス ・トログスの 「ピ リッボス史 と全 世界の起源 と地方 の状態』(前19-2年 の間 に書

かれた と思 われる)を ユスチ ヌスが抄録 の形 にま とめあげ たのが 、 『ユス チヌスの抄録 したポ

ンペ イ ウス ・トログスの ピ リッボス史』 であ る。13)ユ スチ ヌスの抄録 は中世 には、 この作 者名

が しば しば殉教者ユ スチヌス と混 同 されたために、 よ く読 まれた ものであ る とい う。

彼 に よる と、デ ィー ドはカル タゴの繁 栄の基礎 を築 いた女 王 と して登場す る。

テユ ロスの王 は死 ぬ と きに、息子 の ピグマ リオ ンと娘 の非常 に美 しい乙女 エ リッサ(デ ィー

ドの フェニ キア名)を 相 続人 として残 した。 しか し民衆 は まだ少年 だ った ピグマ リオ ンに王権

を与 え る。エ リッサは叔父でヘ ラク レスの祭司 のアチ ェルバス と結婚 す るが 、彼 の財産 に 目を

つ けた ピグマ リオ ンは叔父 を殺 して しまう。

エ リッサ は弟 を憎 み、 ひそ かに逃亡 を考 えていたが、財 産 を狙 う王の裏 をか き、砂袋 を財宝

の袋 の ように見せ かけて、夫 の供養 のため と称 して海 に投 げ込 む。 こう して夫 の財産 を無事持

ち出 し、仲 間を引 き連 れてテユロス を逃 れる。

キュプ ロス 島を経 て アフ リカの地 に着 くと、彼女 は巧妙 な策力 を用 いて土 地 を獲得 し、 カル

タゴを建設 、この市 を繁栄 に導 いた。

隣i国のアフ リカ王 ピアルバスは10人 の カル タゴの高官た ちを自分 の ところに呼 び寄せ、聞 き

入 れなけれ ば戦争 を仕掛 けるぞ と脅 してエ リッサ との結 婚 を求 める。 これ をその まま伝 え るの

を恐 れた使 者 たちは、 ビアルバ スが もっと文明 的な生 き方 を彼 とア フ リカ人 に教 える者 がい な

いか と探 してい るのだ と女王 に伝 える。そ して自分 の親族 たちを残 して野獣 の ような生 活 を し

てい る野 蛮人た ちの ところに行 くような人がみつ け られ るだろ うか と、つ け加 える。女 王が、

自分 たちの国の利益 のため に困難 な生 活 を拒 むのは よ くないこ とだ と叱責す る と、彼 らは、 も
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し女王が 国の安全 を願 うならば、今 、彼 女が他 人 に要求 した ことは彼 女 自身が しなければな ら

ない こ となの だ と、王 の本 当 のメ ッセー ジの内容 を知 らせ る。 臣下 たちの この ような狡猜 さに

はめ られた女王 は しば らくは涙 を流 し、夫 のアチェルバ スの名 を呼んで悼み悲 しんだが、ついに、

運命 を受 け入れ ざる を得 な くなる。そ して決心遂行 のた めに三 ヶ月か けて、市 の先端部 に火 葬

用の薪の山 を高 く築 き、あたか も夫 の霊 をなだめ、再婚す る前 に彼 に捧 げ物 をお くるかの ように、

た くさんの獣 をいけ にえと して捧 げた。そ の後 で、剣 を とって薪の山 にのぼ り、剣 で生命 を断

った とい う。

(4)

シャルロ ッテはゲーテ との破 局が決定的 になった1789年 に 『ディー ド』 を書 き始 めている。

1789年6月8日 付 のゲーテの最後 の手紙 を受 け取 って後、 その夏 にとりかか り、おそ ら く1794年

の秋 ごろに完成 した ら しい。 『デ ィー ド』 に取 り上 げ られたカル タゴ民衆暴動 の背景 には、 こ

の時期 にシャルロ ッテが見 聞 した フランス革命 の勃発 、高遭 な理想 に熱狂す る知識人 に先導 さ

れたマ インツ革命 、やが て恐怖 政治へ と進行 してい く革命 の推 移が書 き込 まれてい る。彼女 は

しば ら くはこの書 き上 げた もの を誰 に も見せず に机 にい れた ままに してお いた。1796年 夏 にな

っては じめて友 人のエ リーゼ ・ゴアや、 シャル ロ ッテ ・シラーに読 ませ た。

シ ラー も読 んで、 これ を高 く評価 し、 出版 を勧 め たが 、彼女 は 「… そん なこ とをす れば

私は敵 をつ くる ことになるで しょう」 とい って拒 否 した とい う。 この言葉 は彼 女がゲ ーテ を笑

い ものに した くない と思ったのだ と、解釈 され てい る。

た しか に、 オー ゴンの描 き方 には、ゲ ーテの言動 を茶化 した り、彼の体形 の変化や肥満 に言

及 した りと辛 らつな ものが ある。特 に第三幕 二場 のエ リッサ(エ リッサ とオー ゴ ンはかつて恋

仲 だ った)の 部屋 での二人 の会話 は分量 も多 く、ゲ ーテ とシャル ロ ッテの間で実際 に交 わ され

た と思われ る話題(シ ャルロ ッテの コー ヒー好 きへ の忠告 、蛇の脱皮 の比喩 な ど)が 取 り上 げ

られ、ゲ ーテの発言 や手紙 の語句 を引用 した り、女王 の亡夫へ の誠実 さを賛 美す るこ とで、エ

リッサが恋人 の心変 わ りをか らっか た りしてい る。 オーゴ ンが登場す る場面 の この譜諺 的 な調

子 は全体 の悲劇 的な情調 を破 ってい るほ どで、 シャルロ ッテは ドラマ全体 の構 想上 の必 要か ら

よ りは、個 人 的な関心か らこの ような場面 を取 り入れ た とみ なさざるを得 ない だろ う。後のゲ

ーテの立場 にたつ読 者が ここだけ に注 目 して しまったの も、無理か らぬ ことか もしれず、そ こ

か らシャル ロ ッテが この劇 を公 にす るこ とでゲー テを さら し者 にす る ことを恐 れた とい う見方

もでて くる。 しか し、身近 な人物 をこの ような調 子 で茶化 した り、滑稽 な講刺 の対象 とす るこ

とは、 ワイマ ール宮 廷の アマチュ ア芝居 では よ く行 われていた こ とで、ゲー テ自身 も、い くつ

かの調刺劇 や ジ ングシュ ピール などで これ を試み ている し、 またそ うい う娯楽性 は宮 廷の祝祭

日に上演 され る劇 には要求 されてい たのであ る。 だか ら、当時の ワイマール宮廷 の文 化状況 を

考慮 す る と、 シ ャル ロ ッテが出版 を恐 れた理由 をゲーテ像 だ けに関連づ けて しま うと、彼女が

この悲劇 を構想 した真の意図が見 えに くくなって しまう。

彼女 は ドラマの主人公 にカル タゴ女王 を選んだ時 に、 ウェルギリウス を下敷 きには しなか った。
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ウェルギ リウス は、 ローマ建設 とい う大 義の ため に女 を捨て るアエ ネー アスの雄 々 しさ と、捨

て られ、誇 りを傷つ け られ て、制御 で きない怒 りと恨 みの情念 を表出 させ るデ ィー ドの狂 女 の

ような姿 を、文学 的粉飾 をほ どこ して歌 い上 げていた。 シャルロ ッテ には、 この よ うな女の イ

メージ に自分 を重 ねあわ され るこ とは到 底承服で きなか ったこ とは もちろんだが、 ウェルギ リ

ウス が女 王の統治者 と しての側面 にほ とん ど言及 してい ない点 に も満足 で きなか ったに ちがい

ない。

それ に対 し、ユ スチヌス は素朴 な文体 で、統治者 と して の女王 の歴史 的事跡 を忠実 に伝 えて

いる。 ディー ドは巧妙 な策略 を用いた り、場合 によって は人 をだ ます ことも辞 さない行動力で、

カル タゴの繁栄 を築 き上げ た、政 治力のあ る女王 なので ある。 ただユス チヌスで は、 デ ィー ド

は有 能 な女王 として登場 しなが ら、臣下た ちにはめ られ、背 かれてか らは、ひ たす ら夫 の名 を

呼 んで嘆 き悲 しみ、わずか に 自分 の衿持 を自死 に よって守 るだけの存 在 である。 シャル ロ ッテ

は この最後 の部分 に特 に焦点 をあて、彼 女独 自の物語 と して、 デ ィー ド神話 を作 り直 してい る

のである。

つ ま りシヤルロ ッテの主眼は、オーゴン像でゲーテ を戯画的に取 り扱 うことだけではなか った。

捨 て られ た女 の復讐 とい った私 的な感情 領域 を越 えて、構造 としての男性優位 社会や その理念

を批判 し、政治の領域 での女性の行動 を描いたのである。 シャルロッテが出版 をため らったの も、

当時の女性(作 家)の 置か れた状 況 に鑑み て、女 にあてが われた領 域 を踏 み越 えている こと、

境界 侵犯へ の意識 が あったのではないだ ろ うか。後 世の識者が シ ャル ロ ッテ を非難 し、糾弾 す

ると した ら、本当は この ような点 を衝 くべ きだ ったのか もしれ ない。

(5)

デ ィー ドは優 れた政治指導者 と して カル タゴの基礎 を築 き、繁栄 に導 いた女王 であ り、臣下

にも民衆 に も敬愛 され信頼 されてい る。一方、ヤルベス はアフリカの野蛮な国の独裁者 である。

デ ィー ドへ の求婚 も、狙 いは領土 拡張 にあ り、 目的実現 のため には手段 を選 ばない。金銭 で神

官 を巻 き込 み、神 々 の力 も政治的 に利用す るだけで敬神 の念 な どはい ささか もない。女王が拒

絶すれ ば、暴力 で国 を侵略 する口実がで き、いずれ にせ よ彼女 の財産 を 自分の もの にで きる と

考 えて いる。将軍 に 「あなたの愛 によって彼女 を勝 ち得 な さい。 そ うす れ ばあ なたは彼 女の王

位 を合法的 に共有 で きるのですか ら」(1-9;S.497)と 戒め られ て も、 「私 が愛す るこ とな

どで きないのがお前 にはわか らない のか?こ の、心 の幸せ と誉 め そや されてい る感情 を神 々は

私 には与 えて くれなか ったのだ」(1-9;S.497)と 、彼 の関心 は奴隷女 と美 しい アフ リカ馬

に しか ないの だ とうそぶ き、男 としての む き出 しの欲望 と力 をふ りか ざす だけで ある。

ヤルベ ス とデ ィー ドの この対 比 は、三人 の学者 たちが ヤルベス と組 む こ とで 、男性 性/女 性

性 とい う理念の対比で もあ るこ とが よ り明瞭 になる。

ドー ドゥスはヤルベスにこう言 う。 「私たち天才(ジ ェニー)の 才能は、この女 の統治下 では、

長 らく埋 もれさせ られたのだ。神 々は民衆の幸福 のために私 たちにそれ を与 えられたの に。王 よ、

も しあ なたが この才能 を認 めて下 さるな らば、そ こか ら黄金の泉 を汲 み取 るこ とを保 障 いた し
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ましょう」(H-5;S.502)。 女性 の統治者 は男性 の ジェニ ーを正 しく評価 で きない とい う思い

込 み と女性 に凌駕 され るこ とに我 慢 な らない強い 自尊心 か ら、彼 は男 同士 で手 を結 ぼ うと申 し

出るのである。

第一幕冒頭 で、三人の学者 た ちが デ ィー ドを追い込 む姑息 なや り方 について は、 シ ャル ロッ

テはユ スチヌス をほぼその まま踏襲 してい るが 、デ ィー ドは学者 たち を責 めて こう発言 した。

… それでは誰 も献身的 な行 為(Aufopferung)の 出来る人はいないのですね、それが最

終的 には 自分 の祖 国を幸福 にす るこ とがで きるで し ょうに!… 私 た ちの隣 人の賢明

さは私 たち に幸福 を もた ら して くれ ます。彼 らの愚鈍 が国境 を越 えて私 たちの ところに

やって くるの と同 じように。(1-5;S.492)

す ると、 この 「Aufopferung」 とい う語 に ドー ドゥス は、 「犠牲の行 為(Aufopferung)が 似 つかわ

しいの は誰で しょう?」 と続 け、 自己犠牲 は女 にこそふ さわ しい、女 の義務 は統治す る ことで

はな くて 自己犠牲 にあ るこ とを言外 にお わせ る。

彼はまた、ヤルベスの意 図を 「命令が また正当な男たちの手に入 るときが きた」(H-7;S.504)

と解説 してい る し、最後 の幕 では アラー トゥス も、民衆 が女 王 に向か って 「人民 はあ なたの手

をヤルベス王 に与 える」 と叫ぶの に続 けて、 「私 も義務 に従 うように とあなた に呼 びかける。

王 との結婚 を受諾 しなさい」 と命令す るのであ る。

この男性 たちの連 合 に対 して、エ リッサ は、ヤルベ スの軍 隊が近づい ている との知 らせ を受

けた とき、デ ィー ドを代 弁 して はげ しく男性 を批判す る。

おお、男 はなん と破壊 を好む性 なので しょう。お まえたちさえい なければ、私 たちは戦争

欲 など知 らなかったで しょうに。 自然 はどうして男 たちにこの ような営 み、行為欲 を与 え

たので しょう。それは、 よりよ き目標 に向か う静 かな足 ど りに逆 らいその歩み を乱すだけ

なのです。永遠なる 自然 にはそのために充分 時間があ るとい うの に。(H-4;S.502)

エ リ ッサ に比べ る とデ ィー ドは,そ れ ほ ど直裁 に男性批判 を展 開す る ことは ない・ ヤルベス

の要求 を知 った とき、彼女 は王位 を弟 に譲 り、公 的場面 か らは身 を引いて生 きようと決心す る。

戦争 となる と勝利 は望め ない と知 ってい る彼女 は、戦争 とそれ によるカル タゴの滅亡 を避 け る

ために、退位 の決意 をか ためるのだが、 同時 に、夫 を亡 く した こ とに よる欠落感 を強 く意識 し

ている彼 女 に とっては、そ れが 自分 の感情 、 「内的真実」 にか なうこ とで もあ り、運命 がそれ

を命 じてい る とも思 うので ある。なぜ 、 カル タゴ王国か ら身 を引 くのか とい うエ リッサの問い

に対 して彼女 はこ う答 える。

まさに人民 の幸福 のためにそれ(退 位)が 必 要なのです。私がヤルベスに対 してこの手、

決 して第二 の夫 には渡 さない と誓 っている この手 を差 し出す のを拒 んだ と きに、彼 が通

告 している戦争 か らカル タゴを救い たい のです。 …(H-4;S.501)
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彼女は弟 に使 いを送 り、顧 問官たち と譲位 の手はず を一応 は整えてか ら、宮殿 を逃 れようとす る。

しか し女王の再婚 を望 んでい ない顧 問官 たちに とって も、彼女 の この行動 は女王 と しての公 的

存在 よ りも自己 の内面の価値 を重視 した動 きと映 る。彼 らは こうい う。 「彼 女 とと もにこの国

の幸福 も遠 ざかるので はないか と私 は不安です 。た しか に彼女 の美 しい魂 に とって は内 的平 安

が与 え られ るのですが」(皿 一4;S.509)。 顧 問官 たちは以前 に も、政治 は 「過大 な善良 さ」(1

-6;S .494)だ けで はや ってい けない としてデ ィー ドに女王 と しての 自覚 をうながす ような助

言 も していた。

だが危険 を察 知 したアル ビチ ェリオが女王 の出発 をせ きたてた時 も、デ ィー ドはそれが神 官

がお告 げ として受け取 った神々の答 えだ思い、 「神 々が私の願い を聞 き入 れて下 さった のだ」(皿

一7;S .511)と 考 える。亡夫へ の忠誠の誓い とい う女性 の徳 は矛盾 な く人民 の幸福 とい う女王

と しての願い と結 びつ き、隠遁 によって実現 され る と信 じてい る。

さ らにデ ィー ドは五幕12場 でヤルベ スに向か って、 「… しか し私 は神 聖 な、私 に とって

は甘美 な誓 い に縛 られ てい ます。 これ を今 日、私 は もう一度 心の深奥 か ら神 々に向か って申 し

上げ るで しょう ・一一1(S.530)と 述べ て、夫 の名 を呼び なが ら自刃 した。

す なわち、五 幕 にお ける発言 と行 為 は」幕 での発 言 の延長 上 にあ って、彼 女 の行動 は一貫 して

亡夫への忠誠の誓い を貫い た ものだ と、作者 は書 くので ある。

しか し三幕 と五幕 の間 には隠者 との 出会 い とい う大 きな意味 を持つ 四幕 が は さまれ ている。

デ ィー ドと隠者 の出会 いは この ドラマ の転 回点 になっていて、世 を捨 て る決意 を固め てい たデ

ィー ドは この後で 自か らの意志で カル タゴへ 引 き返す。 ところが その決 断 を下す に至 った経緯

や彼女 の心 理の詳細 について は、 なぜ か作者 はデ ィー ドには一切語 らせ ない。森 ヘ デ ィー ドの

お供 を した奴隷 は 「友 人た ちが捕 われた とい うこ とを女王様 がお 聞 きになった ら、 ご自分 で危

険 をお引 き受 け にな るん じゃない だろ うか」(IV-13;S.521)と 心配 し、デ ィー ドの帰還 す る姿

を街道 で見か けたカル タゴの商人 たちは 「で も女王様 はなぜ戻 る気 にな られたのだ ろ う。貴族

たちが危険にあるのをお知 りになったのだろうか」(V-1;S.523)と 噂す る。 ここか ら読者に も、

彼女がエ リッサ たちの救 出に向かったのだ と知 れ るだけであ る。

また彼女 は隠者 との会 話 によって生 と死 につい ての新 しい観念 を得 てい た。死 を、精神 を肉体

に結 びつ けてい る束縛 か らの解放 ととらえる隠者 の言葉 に、 デ ィー ドは 「で もこの糸 をほ ど く

のは、おそ らく私 たち次第で はないのですか?」 と問いか けていて、 おそ ら くはこ こで、 自分

の意志 による死 とい う決意 を固め たのか も しれない。 しか しデ ィー ドが明言す るのはこ こで も、

従容 と して死 に赴 く隠者 と比べ てあ ま りに も急激 に理不尽 に与 え られた夫 の死へ のあ らた な嘆

きだけで(N-14;S.522)、 それが 自分 の次 なる行動 とどう関係 す るか につい ては何 もい わな

いのである。

デ ィー ドは王 国 と女王 の未来 につい ての隠者 の予言 は どう理解 していたの だろ うか。彼 の予

言 は次 の ような ものだ った。

卑 しい計画が喜んでそれを引 き受ける人を見出すだろう。狂気が愚行を導 くだろう。こ
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う して名声 あ る王 国は暗黒の深淵へ と落 ち込 み、数百年 もの間、歴史 は もうその名 に言

及す る ことは ないだろ う。 しか しお まえの崇高 な美徳 は幾世紀 に もわ たって記録 にとど

め られ るだ ろう。(IV-2;S.514)

この予言 はヤルベス支配下 での カル タゴの姿 と理解 で きるだろ う。 デ ィー ドが求婚 を拒 めば戦

争 とな りカル タゴは滅亡す るか もしれない.デ ィー ドはそれ を避 け ようと したのだが 、 この予

言 では、た とえ求婚 を受諾 した として も、ヤ ルベ スの野蛮 な統治 はデ ィー ドの平和 な統 治下で

得 られた成 果 をすべ て破壊 して しまい、 カル タゴは滅 び るので ある。奴 隷た ちの口か らカル タ

ゴでの民衆の暴動 とエ リッサ たちが捕 らえ られた事実 を知 った と思われるデ ィー ドは、予言の 「卑

しい計 画が喜 んで それ を引 き受 ける人 を見 出す だろ う」 とい う部分 を思い出 し、事態 が もっ と

緊迫 してい るこ とを悟 った こ とだろ う。つ ま り、学者 た ちに扇動 された カル タ ゴ市民 はすで に

女王 の統治 よ りはヤルベ スの支配 を望 んでいる。 ヤルベス は三人の学者 たち と結びつ くことで、

カル タゴの内部 か らデ ィー ドの築 きあ げた もの を突 き崩 そ うとしてい るので ある。そ こに思 い

至 ったか らこそ、彼 女 は単 にエ リッサ たちの救 出以上の こ と、つ ま り、 「卑 しい計 画」で民衆

を扇動す る3人 の学 者 たちを民衆 か ら切 り離す とい う行動 にでたのであ ろ う。 だが彼 女 は先述

の ように、 自分 の内面 を吐露 するせ りふで は亡夫 の死 を嘆 くのみで、 自分 の女王 と しての行動

の意図やそ こに至 る内面 の過程 には一切言及 しない。彼女 の関心 のあ りか は、彼女 は言葉か ら

ではな く彼女 の とった行 動か ら推 し量 る しか ない ように書かれ てい るので ある。

デ ィー ドは どうい う行 動 を とったか を確認 してお こ う。

ディー ドは市へ 引 き返 し、反乱 した民衆 をなだめ、学者 たち を追放す るこ とに よって、ヤ ルベ

ス によるカル タゴ侵 入 の口実 を取 り除 き、 わが身 を文字通 り 「犠牲」 に、いけ にえに捧 げる と

いう衝撃的 な果敢 な行為 を実行 した。 それ を目撃 したヤルベスは 「い まい ましい運命 め!私 に

はおまえの力(Gewalt)が わか ったが、私はおまえのお気 に入 りではないのだ」(V-15;S.534)と 、

捨てぜ りふ をはいて敗北 を認 め る。 デ ィー ドはこの行動 に よって少 な くともこの時点で 出来 う

る限 りの政治的 な責任 を果 た したこ とになる。

シャル ロ ッテはデ ィー ドに表面 に出 た言葉 と して は、女性 の美徳 として誰 も異議 をさ しは さめ

ない よ うな こと しか言 わせ ない。 しか し実 質 としては、従順 に男 たちのいい な りになる ことを

拒み、統 治者 として断固た る政治 的行為 を果 た させ たのである。

(5)

『デ ィー ド』 の扱 った主題の多 くはゲーテが 『タウ リスの イフィゲーニエ』(1778-1787年)

で取 り上 げた もの と似通 ってい る。 ヒロインは女 に課 され た運命 を嘆 き、暴力 と狡猜 な知恵で

動 く男 に、女の純粋 な人間性、高潔 さが対置 される。蛮王の求婚、 自己犠牲 を迫 られ る女の運命、

それ に よりあが なわれる人々の幸福 と安全 、人 間の心 を通 して語 りかけて くれ る ような神 々像

の希 求、運命の力 に抗 う人 間の 自律性 な どのテーマが ともに追求 されてい る。

しか しその結末部 をみ る と、デ ィー ドの行動 は 『イフ ィゲーニエ』で示 された女性 像の拒否
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ともいえそ うな面 をもっている。イフィゲーニエは言葉 によって蛮王 トアス を説得 して成功す る。

「未 曾有 の ことをな しとげ る」男 の行 動 に対 す るに、 「私 には言葉 しかあ りませ ん」 と意識す

るイフィゲ ーニエの饒舌 は、デ ィー ドの 自分 の行動 に対す る寡黙 さと対照 をな している。 だが、

女性 の運命 を嘆 き、男性 を告発 してい るか に見 えた イフィゲーニエ は最終 的 にはオ レス トが 中

心 とな ってつ く りだす家父長制 的秩 序の なか に救 済者 として はめ こまれ、 あが め られ、 女神 と

して祭 り上げ られることに満足 して しまい、実体 と して は無力な存在のままなのである。14)

この頃、 ジェ ンダー理念 に疑念 を表 明 し、創作 の主題 と して と りあ げ ようと した女性作 家 は

少 な くない。

カ ロリー ネ ・フ ォン ・ギ ュ ンダーローデ(1780-1806年)は 民族 の解 放者 たる剛毅で英雄 的な

女性 を夢見 て、叙事詩 『ヒル トグン ト』(1805年)で ヒロインにこ う言 わせ る。

男 とはなん と素 晴 ら しいので しょう、 自分 の運命 を 自分 でつ くりあ げるの ですか ら。/

自分の力 とい う尺度 だけが 目標 を目指す ときの掟 なのです、/女 の運命 は、あ あ、 自分

の手の なか にはない のです!/あ る ときは苦境 に従 い、あ る ときは厳 格 な慣 習 の意志 に

従 い、/強 力 なものが命 ず ることを拒 む ことがで きるで しょうか?15)

ア ンネ ッテ ・フォン ・ドロステ=ヒ ュルス ホ ッフ(1797-1848年)も16歳 の ころに執筆 した ドラ

マ 『ベル タ』で、女 の身であ るこ とに安 ん じえない姉ベ ル タに対す る妹 の批判 とい う形で この

テーマ を取 り上げた し、 カロリーネ ・フォン ・ヴ ォルッォーゲ ン(1763-1847年)も 『ロイカス岬

の断崖』(1792年)で 、男性 は世界 の ものであ り、女性 は男性 の もの … とい う男女 の あ り方

の相違 を取 り上 げていた。

ところが これ らはみな未 完の断片 で終 わ ってい る。文学 的出発 とい うべ き時点 で ジェンダー

問題 に突 き当 たった彼女 た ちはみ な、 問題提起 を しただけで、 それ以 上 には発展 させ るこ とが

で きず、作 品 として完成 させ るこ とはで きなかった。

す でに多 くの人生経験 を積 んだ時点 にた ってい たシ ャル ロ ッテのみが作 品 を完成 させ、領域

侵 犯 に成功 したの だが 、それ は彼 女が、 デ ィー ドの行為 を亡夫へ の忠 誠の誓い とい う誰 に も非

難 しようの ない女性 の徳 と矛盾 な く結 びつ けるこ とが で きたか らか も しれ ない.

しか しこれ は、 ドー ドゥスた ちが要求 する女 性 の徳 、す なわ ち女 は男 に従 うべ きとす る倫理

に包摂 される危険性 もある、い くらか危 うい理屈で ある し、例 えば 「それ に して も、わ た しは

なぜ 男 に生 れ なか ったので し ょう!わ た しは女 性 の美徳 にも、女性 の幸福 に も、な んの感覚 も

持 ち合 わせ てい ませ ん。 … 」16)と書 くギ ュ ンダー ローデ にとっては絶対 に と りえ ない立場

だ っただろ う。

ところで、 シ ャル ロ ッテが 隠者 の辞世 の句 と して引用 した詩は、ヘ ルダーが翻訳 した、あ るイ

ン ドの詩 人の箴 言であ る。17)

大 地 よ、お まえ、わが母 よ1そ して/お まえ、わが父 なるそよ風 よ/そ して、火 よ、わが
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友 よ/お まえ、 わが親 族 なる、渓流 よ!/そ してわが兄 なる天 空 よ!私 は/お まえたち

み なに畏敬 の念 を もって/親 愛 なる感 謝 を告 げる!お まえたち とと もに/わ た しはこの

世 を生 きて きた/そ して今私 は別 の世へ と行 きたい/お まえたち をす てて。/ご きげん

よう、兄 と友 よ、父 と/母 よ、 ごきげんよ う!!

デ ィー ドは隠者 の この言 葉 を聞いて 自死の決意 をか ためた らし く思 われる。

そ して1806年 、 カロ リーネ ・フォン ・ギ ュ ンダーローデは このヘル ダーの翻訳 を少 し変 えて

ではあ るが書 き留 め、その直後 に ライン河 畔で短剣で胸 を突 き自死 を決行 した。彼女 の墓碑銘

にはこの詩が刻 まれてい る。18)偶然 とはいえこれはまたなん とい う不思議で傷 ま しい符合だろう。
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